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物語の地下水脈― Transparent Things II1）
中　田　晶　子
　Vladimir Nabokov（1899―1977）の小説 Transparent Things（1972, TT）の
表面下でひそかに流れを作っている主題のいくつかについて「物語の地下
水脈― Transparent Things」（2005）で論じた。本稿ではそこではとりあげな
かったものについて考えることとする。
霊界通信
　上記拙論で TT と Charles Dickens（1812―1870）の The Tale of  Two Cities 
（1859, TTC）との関連を論じた時，TTC の冒頭で言及される心霊現象や
霊媒が，TT に登場する交霊術の場面や比喩に呼応していると述べた（105）。
TTC の語り手は冒頭で 1775 年という時代設定を告げ，その 10 年ほど前
にロンドンで流行していた心霊現象 the Cock-lane ghost や，後に有名な霊
媒となった Mrs. Southcott に言及している。その時代の空気を説明するた
めの一節と見えるが，やがて読者はこの小説が，生前は登場人物のひとり
であった者によって死後の世界から語られる物語であったことを悟る。語
りの構造ははるかに見え難いが，TT も同様に小説に登場する人物が死後
の世界から語る小説である。死者たちが生者の世界を覗きつつ語る TT は，
いわば全篇が「霊界通信」とも言えよう。予備知識なしには特定すること
が難しい語り手たちの「身分」を暗示する目的もあって，作中には「死者
からのメッセージ」や「甦る死者」のイメージや表現が点在している。
　明瞭に示されているものをあげると，2 章で Hugh Person は，死んだ
妻と同じブロンドで「死んだ妻のいつもの抑揚で」話すホテルの受付嬢
に迎えられる。ヒューが 18 年前に父親と一緒に訪れたスイスの回想にあ
てられる 4 章では，父親が急死する日の朝ホテルのフロントに Parson 夫
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人宛ての電報が届いていて，亡くなった Person 夫人宛てのものかと一瞬
Person 父子をぎょっとさせる。6 章では父が死んだ日の夜，ホテルの窓辺
に一人立つヒューは，「夜と父親の世界においでと重力が引っぱって誘う」
のを感じ，窓を閉めてまんじりともせずにソファで夜を過ごす。11 章で
は，偶然にも死んだ恋人が生前住んでいたアパートでヒューと関係を持つ
Julia Moore が，恋人の幻影を見て良心のとがめを感じる。
　さらに作中に降霊術への言及が現れる。7 章は子供時代のヒューが患っ
ていた夢遊病（「幽霊病」[somnambulism] と呼ばれている）の話にあてら
れているが，その最後の発作はこのように語られる。
As a penultimate echo came the strange case of  the struggle with a bedside table. 
This was when Hugh attended college and lodged with a fellow student, Jack Moore
（no relation）, in two rooms of  the newly built Snyder Hall. Jack was awakened in the 
middle of  the night, after a weary day of  cramming, by a burst of  crashing sounds 
coming from the bed-sitting room. He went to investigate. Hugh, in his sleep, had 
imagined that his bedside table, a little three-legged affair（borrowed from under the 
hallway telephone）, was executing a furious war dance all by itself, as he had seen a 
similar article do at a séance when asked if  the visiting spirit（Napoleon）missed 
the springtime sunsets of  St. Helena（20―21）.
ここでヒューが格闘する 3 本脚の小テーブルは，降霊会で死者のメッセー
ジを伝えるために利用されている小道具を思わせる。降霊会では，大き
なテーブルの上に乗せた 3 本脚の小テーブルに軽く指を置いて参加者あ
るいは霊媒が腰かけ，小テーブルの脚が大テーブルをたたく音によって
異界からのメッセージを受け取る方法（table turning）が一般に用いられ
る。メッセージの読み取りには，モールス信号式に小テーブルの脚の打数
をアルファベットの文字に結びつける方法（alphabet rapping）がよく使わ
れる。打数がアルファベットの順番を表すとするもので，たとえば 1 打で
あれば A，2 打は B……というふうに決めておき，A から Z までの文字を
打数を聞き取って記録し，霊からの言葉や文章を組み立てるというやり方
である。参加者からの質問に霊側が Yes/No で答える場合に備えては，1
打は Yes，2 打は No というふうに決めておく。他にはウイジャ盤（Ouija 
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board）と呼ばれる文字盤を使用する方法もある。19 世紀末から流行した
ボードゲームの一種で，盤上にはアルファベットや数字，記号が書かれ
ている。複数の参加者が小板（planchette）に指を置いて盤上を滑らせ，
小板が止まったところの文字等を読むやり方で霊と交信する。日本では
「コックリさん」と呼ばれるものがこれに相当するだろう2）。
　さて TT7 章に戻ると，ナポレオンの霊を呼び出した降霊会がどの方法
を用いていたかは明確にされていないものの，「セント・ヘレナ島の春の
日没が懐かしくはないか」という質問に対して，激昂したナポレオンの霊
が会の「規則」を無視して狂ったように小テーブルを動かした様が描かれ
ており，なかなかに充実した降霊会であったことがうかがわれる。
　3 本脚のテーブルは，5 章で，ヒューの父親が死ぬことになるブティッ
クの外にある，シャツを載せた鉄製の三脚として読者の前にすでに姿を現
していた。ここでは特に変わったところもない三脚であり，その直後に
ヒューが 3Photososes の目立つ広告を見ることもあって，読者の注意は，小説全
体にくり返し現れる「3 の主題」の一部をなすものとしての三脚に向けら
れるところであろう。しかし再読時には，Parson 夫人宛ての電報がそうで
あったように，この三脚は彼岸から父親の死の警告あるいは予告をしてい
るものであると見える。
　ここまでは明らかに示されているものを見てきたが，この先はそれほど
明瞭には示されない「霊界通信」の隠れた水脈にあたる部分を見て行くこ
とにする。
シャーロック・ホームズ
　10 章で編集者ヒュー・パースンがホテルのバーで担当の作家 R 氏，そ
の秘書の Tamworth と話をする場面に奇妙な光景が現れる。
The illusory quality of  the entire event was enhanced by the appearance and speech 
of  the two characters. That monumental man with his clayey makeup and false grin, 
and Mr. Tamworth of  the brigand’s beard, seemed to be acting out a stiffly written 
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scene for the benefit of  an invisible audience from which Person, a dummy, kept 
turning away as if  moved with his chair by Sherlock’s concealed landlady, no matter 
how he sat or where he looked in the course of  the brief  but boozy interview. It was 
indeed all sham and waxworks as compared to the reality of  Armande, whose image 
was stamped on the eye of  his mind and shone through the show at various levels, 
sometimes upside down, sometimes on the teasing marge of  his field of  vision, but 
always there, always, true and thrilling. The commonplaces he and she had exchanged 
blazed with authenticity when placed for display against the forced guffaws in the 
bogus bar（30）.
引用の前半部の元となったのは，Sherlock Holmes の下宿屋の女将が，ホー
ムズが在宅しているように見せかけるため，ホームズの蝋人形を座ったソ
ファごと時々動かし，見張っていた悪者の目を欺くことに見事成功したと
いう挿話であり，これは“The Adventure of  the Empty House”という短篇に
登場する。まず現実的なレベルで読めば，出会ったばかりの魅力的な若い
女性のことを考えて「心ここにあらず」となったヒューの精神状態を表現
するための比喩である。次に，他の部分にも登場する「舞台の上で演じら
れているかのような場面」の表現でもある。後半部分の描写は心霊術を思
わせるもので，二重露出による贋の心霊写真，あるいは霊媒の空中移動や
ポルターガイストの場面のように描かれている。
　TT には幼年時代のナボコフの愛読書であった The Vege-Men’s Revenge
（1897）の世界がヒューの死の場面にちらりと登場する。Sir Arthur Conan 
Doyle（1859―1930）の「ホームズもの」も少年時代のナボコフの愛読書で
あった。The Vege-Men’s Revenge はナボコフの作品中 TT に登場するだけであ
るが，ホームズへの言及はナボコフの他の小説にもくり返し現れる。ざっ
と見ただけでも，The Defense（1930，1964）2 章，Despair（1937，1966）7 章，
The Real Life of  Sebastian Knight（1941）10 章，16 章，Lolita（1955，1958）1
部 14 章，Pnin（1957）7 章，そして Pale Fire（1962）では詩篇 1，27 行と
その注釈に登場している。そのすべてが探偵や探偵小説としての意味あい
で言及されているのに対し，TT での登場の仕方は降霊術の世界を思わせ
る特異なものである。そもそも The Return of  Sherlock Holmes（1905）に第一
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話として収められた「空き家の冒険」は，滝壷に落ちて死んだと思われて
いたホームズが戻ってくるという設定になっている。TT の「よみがえる
死者」の主題にもぴたりと合う作品なのである。
　上で引用した場面と降霊術のつながりは，ドイル自身に目を向けてみる
ことにより，より明瞭になるだろう。晩年のドイルは霊界研究に打ち込
み，多数の著書を残した。それ以前から心霊学に興味を抱いていたが，第
一次大戦中の 1916 年 10 月に心霊主義雑誌 Light に死者との交信を信じる
声明を出し，心霊主義者であることを宣言するに至る。作家としてはホー
ムズものの長篇第 4 作 The Valley of  Fear（1915）を書いた後のことになる。
これ以後，彼の執筆活動は心霊学に関するものが中心となり，2 巻の大
作 The History of  Spiritualism（1926）を含めて，没年までに 10 冊を上梓する
（1927 年まではホームズものも書き続けられるが，それ以前に書かれた傑
作に比べると明らかに生彩がない）。ドイルの関心は死後の世界や霊の存
在だけではなく，妖精のような超自然的な存在にまで及んでいた。二人の
少女が捏造した妖精の写真で世間を騒がせた「Cottingley 妖精事件」（The 
Cottingley Fairies 1920）で写真を本物と信じる側の代表格であった逸話は
よく知られている。彼は最後まで霊の存在に対する信念を変えず，心霊主
義の「啓蒙運動」に力を入れ，晩年にオーストラリア，アメリカ，南アフ
リカ，北欧まで講演旅行をおこなった。心霊研究の拠点であった学術団体，
心霊研究協会 The Society for Psychical Research（1882 年設立， SPR）には，
1891 年から 1922 年まで所属した。入会時に心霊世界の存在を確信してい
たわけではなく，深く知りたいと思ってのことだった。退会の理由は，き
わめて学術的な姿勢を保っていた SPR が霊媒に対しておこなった攻撃に
憤慨したためらしい3）。
　SPR に目を向けることによってドイルとナボコフをつなぐ別の線が見え
てくる。SPR は 1882 年に Canbridge 大学 Trinity 学寮の 3 人の学者によっ
て結成された，心霊研究における最大規模の学術団体である。初代会長
は，創設者のひとりで道徳哲学教授 Henry Sidgwick（1838―1900）が務め
た。歴代会長にはノーベル賞受賞者を含む，時代を代表する知識人が名を
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連ね，会員にもケンブリッジ系の学者，知識人を中心に著名な人々が多数
参加していた。ナボコフがトリニティ学寮に在籍したのは，1919 年秋か
ら 1922 年春までの 4 年間であり，イギリスで霊界への関心が最も高まっ
た時期と重なっている（Johnson 84）。未曾有の戦死者を出した第一次世
界大戦終了後，若くして戦死した夫や息子との交信を望む家族が降霊術に
救いを求めた。彼らは階級を問わず，降霊会を訪れ，一方科学的に心霊世
界を探究しようとする SPR の活動も活発に行われていた4）。
　ナボコフが自伝 Speak, Memory（1967）でトリニティの学生生活を描いた
部分に心霊術やそれに類するものは登場しないが，おそらくイギリスで降
霊会に出席したと思われる体験への短い言及が冒頭近くにある。人間の誕
生以前と死後に続く世界を垣間見ようとして思いつく限りのことを自殺以
外はすべて試してみた中に，“I have mentally endured the degrading company 
of  Victorian lady novelists and retired colonels who remembered having, in 
former lives, been slave messengers on a Roman road or sages under the willows 
of  Lhasa”（20）とある。「退廃的な集まりを精神的に
0 0 0 0
耐え忍んだ」（傍点引
用者）と断っているのは，降霊会で呼び出された，肉体を持たない霊と
の「同席」を意味しているのか，あるいは怪しげな霊媒による降霊会の中
には，時としていかがわしい肉体的な接触を含むものがあったことへの皮
肉であろうか。降霊会に直接出席したわけではなく，その記録を読んだだ
け，という意味にとれないこともない。D. Barton Johnson によると，ロシ
ア語版の伝記には「精神的に」にあたる言葉が使われていないそうである
から，後者の意味ではないのかもしれない（80）。ナボコフが降霊会や心
霊研究についてかなりの知識を持っていたことは，Pale Fire や後述する短
篇“The Vane Sisters”にうかがえるものの，自身の体験についてはほとん
ど触れていない。この自伝では所々で実態がつかみにくい表現が目にとま
るが，この部分でも故意に曖昧な表現が選ばれていることは気になるとこ
ろである。ナボコフ作品において死後の世界や死後の生は若い頃からの中
心的主題でありながら，長らく気づかれずにきた。ナボコフ自身この主題
を伝達不可能なものと考えて，作品の中で常に隠蔽していたからであるら
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しい（Alexandrov 4―5）。ここにもその一例を見ることができる。
　ナボコフと心霊学のつながりをたどってみると，ロシアにおける心
霊学の隆盛も視野にはいってくる。当時ロシアでも霊界への関心が強
く，ナボコフの縁戚にあたる人物の名が心霊研究の会誌に名を残してい
る。Johnson によると，ロシアにおける SPR というべき心霊研究の会の
リーダーであった Aleksandr Nikolaevich Aksakov（1823―1903）―作家 Sergei 
Timofevich Aksakov の甥にあたる―が 1874 年に始めた会誌 Animizm I 
spiritizam [Animism and Spiritualism] 48号（1898）にNikolai Alexadrovich Rausch von 
Traubenberg 男爵の名前がある。降霊会で死んだ兵士の話を聞いた彼の親
戚が手紙でそのことを書き送り，その内容を男爵が投稿したのである。
男爵はナボコフと縁続きであり，自伝 10 章に登場する従兄 Yuri（1897―
1919）のおじにあたる（Johnson 83―84）。ロシア側から見てもナボコフの
周辺において心霊学は身近なものとしてあった5）。
ボストン絞殺魔
　前項で見たように，TT の世界では，一見交霊術とは何の関係もなさそ
うに思われる固有名詞に霊界との関連が隠されていることがある。やはり
一度だけ言及される the Boston strangler もその例である。“A schoolboy, be 
he as strong as the Boston strangler ― show your hands, Hugh ― cannot cope 
with all his fellows when all keep making cruel remarks about his father”（16）. 
これは TT における「絞殺」の主題の一部をなすものであり，後にヒュー
が夢を見ながら妻を絞殺してしまうことへの明白な伏線となっている。
　意外なことに，1960 年代前半にボストン一帯を恐怖に陥れた連続女性
殺人事件には，TT との間にもうひとつの接点が見出せるのである。日本
ではさほど知られていないこの事件の概略を述べておくと，1962 年 6 月
14 日から 1964 年 1 月 4 日までの間にボストン市内と郊外地区で 19 歳か
ら 85 歳までの独身女性 11 人が殺害された。全員が自宅のアパートで被害
にあっており，多くは性的な暴行を受けていた。当時犯人と信じられた
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Albert Henry DeSalvo（1931―1973）は多数の女性を強姦した罪で逮捕され，
尋問中に自ら「ボストン絞殺魔」であることを告白した。しかし自白を裏
付ける物証に欠けていたため，連続殺人事件の犯人としては訴追されずに
終わる。彼は強姦と強盗の罪によって終身刑を受け，6 年後に刑務所内で
囚人に刺殺された6）。
　ボストン絞殺魔事件についてこれまでに 10 冊を超える数の本が書かれ
ている。事件後もっとも早く出版された Gerold Frank の The Boston Strangler
（1966）は，デサルヴォが二重人格者であり，別人格となって殺人を犯し
たという解釈を紹介している。フランクのこの本にもとづいてはいるが
大幅に脚色されたハリウッド映画 The Boston Strangelr（監督 Richard Fleischer 
1968）はデサルヴォ二重人格説を採用し，彼が「ジキル博士」から突然
「ハイド」への変化を見せ，拘置所に面会に来た妻の首を絞めようとして
我に返る場面をエンディングの直前に入れている。ヒューは夢の中で意図
せずに妻を絞殺してしまうが，それはいわば別人格として犯してしまった
行為であり，その点からもボストン絞殺魔への言及はヒューの妻殺害への
伏線になっていると言えよう。
　ハイブラウな作家ナボコフのイメージにこの種の「犯罪実話」は似合
わないと感じられるかもしれないが，実際には TT も含めてナボコフの
小説には暴力的な犯罪と縁の深いものが多い。偽装殺人と保険金詐欺の
Despair，小児性愛と殺人の Lolita，三角関係のもつれから親族殺害を計画
する King, Queen, Knave（1928，1968），障害者で年上の愛人を騙し，別の若
い愛人と共にいたぶる Laughter in the Dark（1936，1938）―これらはすべて
「犯罪実話」風の物語を中心に展開しているし，アメリカ東部の大学町を
舞台として，Kinbote の Zembla 回想の部分を除くと大学関係者ばかりが
登場する Pale Fire にしても，副主人公が射殺され，犯人は鍬で頭を割られ
る。作品のこうした面については，内面的には青年時代に体験した父親
の暗殺や戦死した従弟の遺体の記憶，第二次大戦中の強制収容所での弟
の死が作品に反映していると考えられるが，軽いところでは，たとえば少
年時代に愛読した「ホームズもの」や 1920 ～ 30 年代のヨーロッパ映画の
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記憶を見ることもできるだろう。折りしも昨年，『ロリータ』の中で言及
されている，機械工による少女誘拐監禁事件―1948 年アメリカでおきた
Florence Sally Horner 事件―を伝えた新聞記事が Alexander Dolinin によっ
て発掘され，『ロリータ』の材料のひとつとなった事件の詳細が明らかに
なった7）。これを見ても，ナボコフは思いのほか，犯罪事件に関心を寄せ
ていたことがわかる。ボストン絞殺魔について本を読んだり映画を見ると
ころまではしなかったとしても，これだけセンセーショナルな連続殺人事
件についてであれば，すでにスイスに移り住んでいたナボコフも相当に知
識を持っていたと考えるほうが自然であろう。この連続殺人事件の犯人は，
自身の手ではなく，被害者の衣服の一部―ハウスコートのベルトやストッ
キング―を用いて被害者を絞殺している。上で TT から引用した部分では，
ヒューの手の力強さがボストン絞殺魔のそれにたとえられており，明言さ
れているわけではないが，絞殺魔が，後にヒュー自身がそうするように，
自分の手によって殺害していたかのような印象を受ける。もっともどちら
にしても絞殺に際しては充分な握力，腕力を必要とすることに変わりはな
いのでさほど問題にすべきことではないかもしれない。むしろ，ここで語
り手がボストン絞殺魔に言及したことにもうひとつ隠された意図を読み込
む可能性を見るべきであろう。ボストン絞殺魔と TT を結ぶもうひとつの
線は，この連続殺人事件の捜査に透視能力を持つ超能力者が関わっていた
ことである。
　その超能力者はオランダ人 Peter Hurkos（1911―1988）である。彼はオ
ランダで塗装工をしていた 30 歳の時に梯子から落ちて頭蓋骨を骨折し
た。3 日間意識不明だったが，病院で意識を取り戻した時には超能力者と
なっていた。彼は写真の裏側に手を触れて何が写っているのかわかった
し，初めて会った人物の名前から身内に関することや将来起こることま
でも言い当てた。失踪者や犯罪被害者の写真や衣類を額に押し当てるこ
とによって，失踪者の居場所や犯罪の情景を思い浮かべることもできた。
フルコスの公式ホームページによれば，超能力を使って Eisenhower から 
Reagan にいたる歴代アメリカ大統領の相談相手を務め，数え切れないほ
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ど International Police Association や Interpol に協力して国際的な事件を解
決したという。ボストン絞殺魔の事件を担当していた捜査班からの協力要
請に応じてカリフォルニアからボストンに飛んできたフルコスは，班のメ
ンバーに対して上で述べた種類の能力を発揮して驚かせたが，彼が地図か
ら透視した人物は犯人ではないとされた。その後フルコスは FBI に身分
詐称の疑いで逮捕されてしまったため，デサルヴォの捜査・尋問にはそれ
以上加わらなかった8）。
　当時犯人と目されたデサルヴォは，少なくとも最後の被害者 Mary 
Sullivan を殺した犯人ではなかったことが今世紀になってから実施された
DNA 判定で判明している。彼の自白は「有名になりたい」という願望か
らなされたもので信憑性に疑いがあると現在はみなされている9）。当時フ
ルコスが事件の真犯人としてデサルヴォを「透視」できなかったことで彼
の超能力が疑われたが，逆にデサルヴォを指名しなかったという点におい
てフルコスの透視能力は否定されなかったことになる。フルコスが今世紀
最大の超能力者であったのか，批判的な人々が言うようにテレビ向けの派
手な奇術師に過ぎなかったのか―いずれにしても，彼が発揮したとされる
「透視能力」は，過去―現在―未来をつなげて見ることができるものであり，
まさに TT の世界そのものと言えるものだった。
スクラントンの叔父
　父が急死した後，ヒューの唯一の親族 Scranton 在住の叔父が一瞬姿を
現す。
The only kinsman he could turn up, an uncle in Scranton, advised him over the ocean 
to have the body cremated abroad rather than shipped home; actually, the less recom-
mended course proved to be the easier one in many respects, and mainly because it 
allowed Hugh to get rid of  the dreadful object practically at once（16―17）.
なぜこの叔父はスクラントンに住んでいるのだろうか。この地が選ばれた
理由があるはずである。ペンシルヴァニア州スクラントン市の公式ホーム
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ページを見てみると，観光客向けに「幽霊の出る場所のハイキング」を
薦めているのが目にとまる10）。もっともこうした「観光の目玉」はスクラ
ントン市に限ったものではないのかもしれない。ハリウッド映画 The Sixth 
Sense（M. Night Shyamalan 監督 1999）で舞台となったフィラデルフィアが
17 世紀以来の死者たちの霊に満ちみちた古都として描かれていたように，
ペンシルヴァニア州はステレオタイプとして「霊的な」場所のイメージを
持たれているのかもしれない。同ホームページ上のアトラクションのペー
ジでは，超能力者のショウ The Psychic Theater “Haunted”も紹介されてい
る11）。殺人事件があったため呪われているという 1920 年代に建てられた
建物内の劇場で超能力者が読心術や交霊術を披露するショウであるらし
い。テレビでも紹介され，観光バスも訪れる人気スポットになっている。
スクラントンが選ばれた理由のひとつはどうやらこのあたりにありそうな
気がする。といってもナボコフがアメリカに在住していた当時にもこのよ
うなショウがあったのかどうか定かではないし，まったくのこじつけに過
ぎないかもしれないが，少なくともこの手のショウが行われるのにふさわ
しい雰囲気がスクラントンにはあるのだろう12）。
　このショウが開かれる劇場は，世界で唯一という Harry Houdini（1874―
1926）の博物館（The Houdini Museum）13）内にある。フーディニ は 20 世
紀初めに活躍した奇術師・冒険家であり，不可能とされる脱出の数々をお
こなった。先に論じたドイルはフーディニとも親交があり，心霊学の立場
から書いた本の最後の一冊 The Edge of  the Unknown（1930）にはフーディニ
についての章が収められている。フーディニは交霊術について攻撃的な立
場を取り，インチキ霊媒師のトリックを見破っては自分の舞台で再現して
いた。霊媒を擁護するドイルとは対立する立場にあったが，ドイルは彼の
奇術の素晴らしさを讃え，奇矯な性格にはいくぶんの批判を交えながらも，
好意的に描いている。さらに彼の奇術が「科学で説明しきれない力」，つ
まり霊の力を借りてなされていたと考え，フーディニ自身が一種の霊媒で
あったのではないか，という説をたてている。
　「スクラントンの叔父」はヒューに父親の遺体を火葬にするよう助言す
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るが，少しでも早く遺体を厄介払いしたかった息子は，遺体をアメリカに
搬送することを選ぶ。火葬を勧めた叔父の意図を「霊的な場所であるスク
ラントン」を意識して考えてみると，「よみがえる死者」を恐れてより完
全な埋葬法を希望したのかもしれない。
「ヴェイン姉妹」
　ナボコフの多くの作品においてそうであるように，TT にもそれ以前に
書かれた自作へのアリュージョンが数多く見られる。中でも重要と思われ
るのは“The Vane Sisters”（1959，“VS”）との関連であろう。ナボコフの作品
中でもっとも「心霊的な」作品といえばこの短編が筆頭にあがるだろうか
ら，当然とも言えるが，そのつながりにはなにやらひとかたならぬものを
感じる。“VS”の交霊会の場面から引用する。
Oscar Wilde came in and in rapid garbled French, with the usual anglicism’s, obscure-
ly accused Cynthia’s dead parents of  what appeared in my jottings as “plagiatisme.” 
A brisk spirit contributed the unsolicited information that he, John Moore, and his 
brother Bill had been coal miners in Colorado and had perished in an avalanche at 
“Crested Beauty” in January 1883（627）.
ここで登場するワイルドの霊 14）が Cynthia の両親の「剽窃」[plagiatisme] を
責めるというのはなかなかに面白い（語り手のメモした“pragiatisme”とは，
“pragmatisme”ではなく“pragiarisme”の誤りであろう。姉妹の家系の人々が
プラグマティストであったとは思えないし，alphabet rapping での数え違
いによるとすると，i を m と取り違えるよりは r を t と間違える可能性が
高い。霊媒の口を借りてワイルドの霊が直接に「語った」のであれば都合
がよいのであるが，ここでは参加者全員による table turning である）。“VS”
ではシンシアの妹 Sybil Vane が愛人 D に捨てられて自殺するが，それが
ワイルドの A Picture of  Dorian Gray（1891）からの剽窃だと責めているのだ
ろう。この小説では舞台女優 Sybil Vane が婚約者ドリアンに去られたため
自殺する（シンシアの妹シビル・ヴェインは，両親がつけた名前のために
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女優シビルと同姓同名になっただけではなく，その後の運命までワイルド
の登場人物を真似たようになっているわけだから，ワイルドの非難の対象
である parents にはシビルの「生みの親」ナボコフも含まれているのかも
しれない）。
　ワイルドは TT ではフランス語訛りの英語を話すスイス人紳士 Wilde 氏
となって 25 章に登場する。ウィルド氏が，きわめて保守的で犯罪者に厳
しく，観察力や洞察力に著しく欠けた凡庸な人物として描かれているの
は，これもワイルドに対する皮肉なのであろう15）。
　ここで「コロラドの炭鉱夫であったジョン・ムーアと弟のビルが『ク
レスティド・ビューティ』での雪崩で死んだ」という一文は TT 読者に
とっては見落とすことのできないものである。25 章でウィルド氏が登
場する前に私達は“（he [Hugh] did not know that Jacques lay buried under six 
feet of  snow in Chute, Colorado）”という括弧にはいった文を目にする。ワ
イルドの霊が伝えた John Moore はコロラド州シュートの雪の中深く眠っ
ているこの Jacques とどうつながるのか。Jacques は Armande の遊び仲間
でボブスレーのチャンピオンだった。Jacques の英語名 Jack は言うまでも
なく John の愛称である。読者は 7 章で夢遊病の発作に苦しむヒューを止
めてくれた大学の同級生 Jack Moore ともすでに会っている。交換可能な
「ジャックだらけ」のこの小説の中でコロラドの炭鉱夫ジャックは姿を変
えてあちこちに出没しているらしい。Crested Beauty については，コロラ
ド州に Crested Butte という名のスキーリゾートがあり16），その間違い（訛
りか聞き違いであれば都合がよいが，この場合は霊のスペルミスかテーブ
ルの音の数え違いということになろうか）であろうと思われる。
　“VS”の最後のセクションで霊からの交信を恐れながら待ち受ける語り
手は，不安のあまり，いつも聞こえる上階からの騒音を望みさえする。
The woman above who used to drive me crazy by the booming thuds occasioned 
by what seemed monstrous feet of  stone（actually, in diurnal life, she was a small 
dumpy creature resembling a mummified guinea pig）would have earned my bless-
ings had she now trudged to her bathroom（626）.
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自らも不眠症に悩み，住居の騒音に神経をとがらせていたナボコフの小説
には，こうした「うるさい階上の住人」が時折登場する。会ってみると
小柄で上品な人々が，頭上で巨大な足音を響かせるのだ（Pnin3 章 1 節の
Star 夫妻も「二個の巨大な原始人の石像が歩いているのではないかと思わ
れるような大きな足音」をたてるカップルである）。TT ではこれまでの
作品では比喩として現れていた巨大な石像が実際に登場する。以前拙論で
「石のテーマ」に属するものとしてあげた場面であるが（中田 2005，94―
95），アルマンドが死ぬことになる夜，彼女が巨像の騒音に顔をしかめる
場面を読者は目撃する。
As had happened on previous occasions, around ten o’clock a most jarring succes-
sion of  bumps and scrapes suddenly came from above: it was the cretin upstairs 
dragging a heavy piece of  inscrutable sculpture（cataloged as “Pauline anide”）from 
the center of  his studio to the corner it occupied at night. In invariable response, Ar-
mande glared at the ceiling and remarked that in the case of  a less amiable and help-
ful neighbor she would have complained long ago to Phil’s cousin（who managed 
the apartment house）（73）.
“VS”では望んでも得られなかった「現実との接点」としての騒音を出す
「石の足」であったが，TT においては巨大な石像は死の世界とのつながり
が深い。Don Juan 伝説で石像が騎士を死の世界に連れて行くように，階
上の石像の足（？）音は，死がアルマンドに近づく音なのである。
　“VS”と TT の間に見られるこうしたつながりは，先に述べたように，
TT 世界と霊界とのつながりに目を向けさせるためのものであろう。TT は
“VS”と同様に，あるいはそれ以上に「心霊的な」作品であるが，その主
題が“VS”ほど表面に出てはいない。
　“VS”では簡単な降霊術の歴史が述べられるし，語り手は実際に降霊会
にも参加する。描かれるのは相当に怪しげな世界である。シンシアは日常
の現象すべてに霊の影響を見ようとするが，迷信じみていて説得力に乏し
く，批判的な語り手はシンシアと彼女にまつわる心霊的なものに対して嫌
悪感を持ち，読者もその嫌悪感を共有することになる。語り手は生きてい
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るシンシアには抵抗でき，彼に恋心を抱いていたらしい彼女から離れる
が，死んだシンシアからの影響力を非常に恐れることになる。物語の最後
の一節では，シンシアからのメッセージを恐れる語り手がおそらく半ば眠
りながら語る，降霊会の記録にある文を思わせるような，とぎれがちに単
語を並べた文が続く。
I could isolate, consciously, little. Everything seemed blurred, yellow-clouded, yield-
ing nothing tangible. Her inept acrostics, maudlin evasions, theopathies ― every rec-
ollection formed ripples of  mysterious meaning. Everything seemed yellowly blurred, 
illusive, lost（631）.
　このパラグラフはアクロスティックになっており，文字を並べると死ん
だ姉妹シビルとシンシアからのメッセージになる ―「つららはシンシア，
メーターは私シビルから」（Icicles by cynthia meter from me sybil）―という
トリックそのものは，ナボコフが「千年に一度しか使えないトリック」と
して解説で明かしているため，多くの読者にとって驚きとならないかもし
れない。しかし姉妹からのメッセージを読み取った読者は，姉妹の死後の
生が語り手の意図しない語りの中で証明されたことにやはり驚く。それと
同時に，正体のわからない何かがそこにある，という気味の悪い何物かの
気配，濃密なまでに「心霊的な」空気を与える文章―読者が語り手と共に
不気味さを味わったばかりのもの―の巧妙さに感心し，さらにこの作品に
おいて，語り手がこれまでずっとヴェイン姉妹に操られていたこと，ヴェ
イン姉妹の介入がなければこの短篇は成立しなかったことを知り，感嘆
する。短篇の冒頭で，つららから落ちる雫やパーキング・メーターの影を
追ったからこそ，語り手は偶然にも D に出会い，そこでシンシアの死を
聞き，回想を語り始めることになったのだ。語り手は最後のパラグラフを
語りながら，姉妹の存在を理解していない。読者は見事なドラマティック
アイロニーを味わい，プロットと語りの巧妙さに感心する。終始それとは
知らずに操られていた語り手は，最後までシンシアの信じる死後の生を否
定しようと抵抗する。しかしいたずら好きな姉妹の霊の言葉を意識せずに
語らされている。怪しげな交霊術を批判的に読者に紹介していた彼自身が
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ここではまさに「霊媒」となってしまったのだ。
　“VS”では，このように死後の生が勝ち誇って自らを証明するところで
終わる。しかしながら，この「千年に一度のトリック」によってヴェイン
姉妹の死後の生が説得力をもって証明されたのであろうか。読後，読者は
不気味さの余韻を感じながらも，むしろナボコフの作家としての技巧に感
嘆する方向に向かい，死後の生の問題への興味は薄れるのではないか。姉
妹の霊の存在が最終的に短篇を支配するかと見えて，実際にはそれもナボ
コフの巧みなプロット設定の一部として収まり，安心して眺められるよう
になるのではないだろうか。確かに，最後にアクロスティックの仕掛けを
読み取った読者に対して，これまでひそかに姉妹の霊が支配していた物語
世界の全貌が示され，ヴェイン姉妹と死後の世界が姿を現すように感じら
れる。しかしほとんど同時に，ナボコフがすべてを仕掛けた作者として登
場し，姉妹から物語を引き継いでしまう。Bend Sinister（1947）で Krug の
受難の物語を宙吊りにしたまま，「作家ナボコフ」が姿を現すように。“VS”
では作者ナボコフの姿は見えないながら，最後に読者が感じるのは，死後
の世界から作品を支配してきたヴェイン姉妹も結局のところナボコフの創
造物であるという，一種の安堵感ではないだろうか。
　TT の場合，死後の世界の主題は，“VS”でのように直接に示されること
は少ない。一方，“VS”のように，最終的に作者がすべてを引き受ける点
となって，安心感をもたらすことがない。TT はわからないことだらけの
小説である。語り手の問題ひとつをとっても，「R氏を中心とした死者たち」
と言えるだけであり，語り手のグループに属している死者の特定も一部し
かできないし，どの部分を誰が語っているかの議論もごく一部に関してし
かなされていないし，その根拠の解釈も多岐にわたっている。正確にすべ
てを特定することは今後も不可能ではないかと思われるほどだ。“VS”の
世界において，ヴェイン姉妹＝ナボコフであると読者は感じない。一方，
TT においては死後の世界から語る語り手とナボコフとの距離をどのよう
に想定すればいいのか，読者にはよくわからない。それがこの小説の奇妙
なところであり，独特な気味の悪さを感じる部分でもある。以前にも書い
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たことであるが，ほとんどすべてのナボコフ作品において死や死後の世界
の存在が様々な形で現れているが，ナボコフはそれらを示すと同時に隠蔽
や韜晦をほどこしてしまい，読者に伝えることを避ける（中田 1999）。“VS”
のトリックも不可知の世界を明らかにしかけて，結局はそこまで読者を踏
み込ませないための仕掛けに思える。TT では“VS”よりはるかに深く交霊
の世界に踏み込んで，その世界を表している。しかし結局のところ，読者
は隠された心霊的な主題の糸を何本か見つけて手繰ってみても，“VS”よ
りさらに濃密な霊界の気配を「感じる」ところで終わってしまう。その先
に踏み込むことができるとしたら，その時読者は何を見ることになるのだ
ろうか。
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8 ）Ofﬁcial Website of  Peter Hurkos: http://www.peterhurkos.com/. フルコスのこの事件
への捜査協力については Frank 100―139 による。
9）2001 年 12 月，11 人目の犠牲者メアリー・サリヴァンの遺族の運動によって実
施された DNA 鑑定の結果，デサルヴォはメアリーを殺害した犯人とは認めら
れないことが公表された（Sherman 210―16）。11 件の殺人事件は，被害者の年
齢，人種，殺人の方法に変化があり過ぎるため，「ボストン絞殺魔」複数説は
捜査段階から浮上していた。Kelly は，少なくとも 6 人以上の異なる人物によっ
て個別に実行された連続殺人と考えている（15―16）。
10）“You can ski, snow-tube and ice skate in winter; canoe and swim in summer;‘walk on 
the haunted side’in the fall and hike through our parks and on our trails in spring.” 
http://www.visitnepa.org/.
11）このショウについての情報は，インターネットによる。http://magic.about.
com/ od/magicvenues/a/Houdini1.htm / http://www.psychictheater.com/.
12）ペンシルヴァニア州東部出身の両親を持ち，本人も長年にわたり同州西部に在
住している知人によれば，スクラントンとその周辺の同州東部一帯は，昔炭鉱
で栄え，今はさびれて陰気な土地というイメージがあるそうである。
13）スクラントン市が運営する公式ウェブサイト上の The Houdini Museum のペー
ジ：http://www.visitnepa.org/Location.asp?I＝102.
14）ドイルは The Edge of  the Unknown 6章“Alleged Posthumous Writing of  Known Authors”
で「ワイルドの霊」が死後の世界からたびたび降霊会にメッセージや「新しい
作品」を送ってきたことを紹介している。それがこの降霊会にワイルドが登場
する理由のひとつになっているかもしれない。85―90 頁参照。
15）ナボコフは子供時代にはワイルドの作品を大いに楽しんだというが，長じて後
はあまり評価していなかった（Strong Opinions 57）。特にワイルドのフランス語
能力には厳しい評価をしている（Ibid. 288）。
16）John Rea の指摘による。Archive Item#: 10185（1 Aug 2004）Rea Notes on TT―7
（fwd）.  Archives of  NABOKV-L: http://listserv.ucsb.edu/archives/nabokv-l.html.
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